
ハード面の施策：避難場所への経路確保のための対策（急傾斜地対策等）
ソフト面の施策：市町村が中心となった避難訓練の実施、住民への効果的周知
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○○小学校

臨時ヘリポート

○○公民館
（指定避難場所）

危険区域内で不可

○○保育園

避難場所として
新たに利用

Ａ地区（孤立集落）
※ 市役所までに危険箇所有り

Ｂ地区（避難場所無し）

○○集会所
（指定避難場所）

○○ホテル

；危険箇所
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危険箇所対策

危険箇所対策
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○○公民館
（指定避難場所）

危険区域内で不可

隣接地区へ
避難場所 を変更

-

避難ビルとして利用

津波浸水想定区域

高台への
避難階段

線路を跨ぐ
人道橋

Ｃ地区（避難場所、市役所有り）

防災公共の推進 ～理念とイメージ図～

防災公共の理念
災害時に人命を守ることを最優先に「孤立集落をつくらない」という視点と
「逃げる」という発想を重視した防災対策と危機管理体制の強化などの
ハード・ソフト一体となった取組
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◎最適な避難場所の確保
浸水想定区域や危険箇所の

外にあるか検討
→避難場所の新設、変更

◎最適な避難経路の確保
避難場所への経路上に危険

箇所があるか
→ハード対策の施策として設定

◎緊急物資等の輸送手段の確保
臨時ヘリポートの検討
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